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学びあいあたたかさのある福祉文化都市をめざして
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施策コード

評価担当局

施策所管課

基本目標
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3

施　策　名

政策名（章）

基本施策名（節名）

指標名

16310

NIRA型ベンチマークのH18年度の平均値は
４．０回であるが５回を目標とする。

H15年度の「市政に関する世論調査」の調査数値を基準値
とする。（広報に関する調査は３年毎に実施）

平成16年度実績から算出したＨ17の目標値を基準値とす
る。

基準値

転送せずに回答した件数/コールセンターへの問合せ件数
×100

市のホームページへのアクセス件数/総人口
（ＮＩＲＡ型ベンチマーク（全国70市のデータ）の提供数値）

指標がアンケート数値であり、前期実績値を
超える値を目標値とする。最終的には、少な
くとも市民の3/4に読まれるよう工夫・改善に
努める合併により5％増、合併以降は2.5％増を目
標とする。

18年度は80％以上の一次応対完了率を設
定

総事業費・人員
（単位：千円・人）

4.7

指標１
（単位：％ ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標２
（単位：点 ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

18,500.0

2

90.0

75.075.0

87.4 87.3

18,786.0 19,000.0 19,500.020,398.0

目標値 目標値

71.7 67.774.0

目標値の考え方（根拠）指標の基準値の定義

市民一人あたりの
事業費（単位：円）

４　成果・活動指標

73.4 74.0

目標値 実績値実績値

年度

　市民に向け市政情報を積極的に提供することで、市政への理解を深めていただき、わかりやすく親しまれる市役所づくりを進める。

平成19年度（決算） 増減の主な理由

企画財政局

広報課

１　施策の目的

小野沢敦夫課長名

第６章　彩りのある市民文化を創造します

文化的視点に立った行政の推進

人件費 108,488 109,251

３　事業費                       　　　　　　　　　　     （単位：千円）

事業費

市民一人当たりのホームページアク
セス数

広報さがみはら閲覧率
「広報を読んでいる」と回答した人／
調査対象者×100

＊年間の人件費はＨ19、Ｈ20ともに805万円/年とし、人口は、70.6万人（Ｈ20.4.1現在）、71.0万人（H21.4.1現在）とした。

564 567

実績値 目標値

２　施策の概要
　市政情報を、一人でも多くの市民に伝えるため、広報紙やホームページ、ラジオ、民間情報誌など様々な媒体を活用し、広報活動を行っ
ているほか、市の手続きや身のまわりの疑問などにお答えするコールセンターを運営している。また、情報公開を進めるため、担当課が保
有する行政情報の収集を進めるほか、職員の意識改革や資質の向上のための研修を行っている。

収集資料数

コールセンター一次応対完了率（％）

平成20年度（決算）

398,439 402,349

指標３
（単位：％ ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標４
（単位：回　）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

平成21年8月3日記入

平成21年度　施策評価シート

基準年
H22

実績値

H19 H20 H21

◆総合計画における位置付け等
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指標５
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4　2　1

前回（Ｈ20）評価結果との比較分析
または優先順位の最も高い指標以外で評価した理由

4　2　1

１次評価

B

市民満足度調査によ
り市民ニーズを把握
し、市民の立場に立っ
て事業展開している

評価基準・
着眼点

4　2　1

4　2　1

各事業が果たす施策
に対する目標の達成
度合いを把握し、効果
の高い事業を実施し
ている

評価点

２次評価

5
評価結果に基づく区分（４項目の合計点数による）

　Ａ（9点以上）　　Ｂ（8点・7点・6点・5点）　　Ｃ（4点以下）

８　２次評価及び意見（１次、２次で評価に相違がある場合など、必要に応じて意見を記入）

B

７　課題と解決策（現状または、評価結果から）

有効性

視点の種類

６　１次評価（２つの視点から評価を行う）

５　市民満足度調査結果（平成21年度実施分）
○この施策の満足度は3.165で全119施策の中で69番目。
○重要度は3.724で82番目である。
○改善要望度は-0.07で78番目である。

Ｈ20評価点

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

９　３次評価及び意見（評価結果及び課題・解決策について、必要に応じて意見を記入）

３次評価

B

課題
　20歳代における広報紙の閲読率が、前回調査に比べ男性で7ポイント増加したが、依然として他の世代に比
べ極端に低くこの世代の閲読率の改善が課題である。

解決策
　若年層が利用する民間媒体や大学広報誌などを活用し、市政情報を提供し、市政への関心を高め広報紙の
閲読率の向上を図る。

市民満足度

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

合計

4　2　1効率性

最小の経費で最大限
の効果を得られるよ
う、効率的に事業を実
施している

文化的視点に立った行政の推進

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

北部

西部

南部

津久井

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

2.0 2.5 3.0 3.5 4.0

　　平均　3.234

低い　←　満足度　→　高い

高
い
　←

　
重
要
度
　→

　
低
い

平均  3.892

施策 3.165 69位 3.724 82位
２０代 2.900 100位 3.475 101位
３０代 2.971 87位 3.608 85位
４０代 3.127 54位 3.717 78位
５０代 2.983 112位 3.580 92位
６０代 3.234 65位 3.829 80位
７０歳以上 3.507 26位 3.945 63位
北部 3.184 73位 3.719 85位
西部 3.200 65位 3.781 77位
南部 3.133 66位 3.676 85位
津久井 3.075 87位 3.688 81位

満足度 重要度

施策 Ｈ21 ◆
年齢別 Ｈ21◇
地区別 Ｈ21△
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